
瓦木中学校教育環境整備事業校舎改築推進委員会（第6回）議事録 

 

■日時 令和２年（2020年）12月 4日（金） 16 時 00 分～17時 30分 

■会場 瓦木中学校 会議室 

■議題 １ 事業スケジュールについて 

 ２ 工事等切回し（ローリング）説明 

 

■議事 

1. 事業全体スケジュールについて 

・事業スケジュールの再確認。現在設計を進めており、R3年度夏休みより改修工事着手予定 

・R3 年度体育大会後より仮設校舎建設開始、春休みに引越を行い、R4 年度から仮設校舎使用開始 

 

2. 工事等切回し（ローリング）説明 

・基本プランの再確認。東西方向に校舎を配置。普通教室は全て新校舎の南側に配置。4階建。 

 現在の一足制から二足制に変更。コンパクトに機能を集約。将来の配置計画にも柔軟に対応。 

・ローリング計画について、6場面に集約。今後の検討により変更の可能性あり。 

①R3.7～ 夏休みを利用し、仮設校舎建設のスペースを確保するための先行工事 

②R3.10～ 仮設校舎の建設 

③R4.4～ 既存校舎の解体と新校舎の建設 

④R6.4～ 第 4棟の改修や北側道路の後退工事 

⑤R7.1～ 新校舎を仮使用しながら、第 1棟や管理棟の改修、運動場の南側整備 

⑥R7.6～ 仮設校舎の解体と運動場北側の整備 

 

＜質疑応答＞ 

委員 ：⑤は 1月から 5 ヶ月間運動場が使えないのか。部活動はどうするのか。どんな工事か。 

事務局 ：運動場改良工事として運動場を掘り起こすため使えない。運動場整備自体、当該整備事業においてプ

ラスアルファ要素であり、全面を整備しないという判断もあり得る。ただ仮設校舎跡地は改修すべきであり、

今回を逃すと今後の機会もないため、本事業にて一緒に全面的に改修しておくべきという考え。 

委員 ：体育と部活動で使えないのは避けたい。仮設校舎跡地の改修は仕方ない。 

事務局 ：全面改修が絶対に必要というわけではなく、側溝だけ整備したり、最近改修した南側のバレーボールコー

トを除外したりするということもあり得る。 

委員 ：学校としては、最終的には全面改修したいので、今回はいい機会だとも思っている。 

事務局 ：中学校での運動場改修実績は塩瀬中学校のみ。工期 5 ヶ月というのも見直し次第で短くなることは期

待できる。透水管の埋設、表層土の入替えなどの部分的改修もあり得る。また、1 月から部活動が本格始

動する 4月ごろまで工事期間を抑えるなどの対策もあると考える。 

委員 ：仮設校舎解体後に運動場整備を行ってはどうか。 

事務局 ：先に北側を整備する選択肢もあるが、今は工期短縮のために現在の案としている。 



委員 ：学校としてはその方がありがたい。 

委員 ：運動場整備を 1年半後など、次の世代の生徒にずらせないか。 

事務局 ：運動場整備も含めて一体で 1 つの開発であり難しい。同じ世代の生徒に負担が偏らないよう、平準化で

きるか今後検討していく。 

事務局 ：工事時期を後ろにずらすとした場合、どの時期がよいか。例えば体育大会を外すなど。 

委員 ：部活動に関しては、種目によって時期が違うため、影響が少ない工事時期は今すぐ決められない。今後

の検討事項とさせていただきたい。 

 

委員 ：③について、3年前に県の緑化整備事業を行っている。今回除却できるか確認しておくべき。 

事務局 ：報告義務は残り 1 年で終了するが、問題ないか確認する。 

委員 ：震災のモニュメント移設はどうなるか。 

事務局 ：①で仮設校舎北側に移設する。最終的には中庭に配置する。 

委員 ：東門のイチョウの木は「2000 人の吹奏楽」の記念樹で、かなり古いため撤去は問題なさそう。 

委員 ：教室の配置についてまた打ち合わせをお願いしたい。現在ヒヤリング中だが、調理室が普通教室の前だと

音の問題が出るという意見が出ている。今から部屋の配置を変更することは不可能か。 

事務局 ：絶対不可能かと言われるとそうではない。音楽室を防音扉などで対策しているため、調理室でも同じよう

な対応が可能だと考えている。被服室との連携を考慮すると今の配置のまま防音対策を施す方がいいので

はないかと考えている。現在先生方にヒヤリング中。 

事務局 ：今回の設計の重点に置いたのは図書室とPC教室を隣り合わせた配置。図書室は吹抜があり、明るい空

間となっている。蔵書数や調べ学習の仕方など、使い方をこれから検討していく。 

委員 ：1 月から 1 人 1 台タブレットが支給されることが決まった。教育委員会として、今後 PC 教室が必要か確

認をしてほしい。 

事務局 ：タブレットで授業を行うと同時に専門性も上がってきており、今後の方針がまだ定まっていない。タブレットだ

けで PC の代用ができるわけではなく、現状 PC 教室の整備は必要。壁を後で取りやすくしておき、図書室を

広げるなど柔軟性は持たせておきたいと思う。 

事務局 ：前回議題にあがった西門の幅員について、門を通過した先の通路幅が狭いことが問題となっているため、

門自体を拡幅するのではなく、門の幅員と同じ 3.2m の通路をピロティまで確保するような計画を検討中。 

委員 ：現在全校放送を第 3棟の 1階で行っているが今後はどうするか。 

委員 ：機械をおけるスペースがあれば問題ないと考えている。 

事務局 ：校内の自主放送のことか。 

委員 ：そのとおり。 

事務局 ：通常小学校では行っているが中学校ではやっていない。一度調整して結果を伝える。 

委員 ：放送室に LAN があれば放送は可能。ただし現在の放送室は狭い。生徒会選挙の政見放送をする際、

15 人くらいは入れる広さが必要。またリモート対応できるようにもする必要がある。現在は普通教室で行って

いるため、機材の準備が大変。 

事務局 ：PC教室でも対応できるか。 

委員 ：会議室や多目的室でも対応できる。 



委員 ：仮設校舎使用時にもリモート対応できるような部屋が必要。 

委員 ：進路説明会や修学旅行の説明会を行う際に使用するため必要。 

委員 ：仮設校舎使用中は校長室で行うことも可能。 

事務局 ：検討する。 

委員 ：仮設校舎のトイレについて、1 箇所の面積は広いが、各階に 1 箇所しかないので生徒が集中して混雑し

かねない。狭いトイレでもいいので 2箇所に分けられないか。 

事務局 ：1 スパンと 0.5 スパンの 2箇所にするなど、検討する。 

事務局 ：仮設校舎とはいえ、3 年程度使用するため計画は重要。今のところ室の配置は検討できておらず、現場

の様子がわかっていないところもある。我慢してもらわなければならないところもあるが、配置検討は今後必要。 

委員 ：普通教室を南面に優先的に配置するか、東西方向で普通教室と特別教室を配置するか。 

事務局 ：仮設校舎はプレハブのため、音が響くことはご理解いただきたい。 

委員 ：基本的に窓を閉めてエアコンの使用制限がなければ良いと思う。 

事務局 ：エアコンの使用について制限はかけない。 

委員 ：仮設校舎の技術室と PC室を入れ替える、または、美術室と技術室を入れ替えるなどはどうか。 

委員 ：新校舎となるときに再度部屋の入替えが発生してしまう。 

委員 ：技術室がうるさいのは技術の時間でも一部なので問題ないのでは。 

委員 ：仮設校舎の児童更衣室の表現を生徒更衣室に修正。 

事務局 ：承知した。 

委員 ：仮設校舎東側の階段は非常用階段か、常用階段どちらか。またトイレの HWC とはなにか。 

事務局 ：常用階段。HWC は多目的トイレ。 

委員 ：新校舎西門から入って通路が曲がっているのが気になる。門を南側へ拡幅できないか。 

事務局 ：今のところ門はそのままの幅員とする予定。 

事務局 ：門を入ったところに溜まりのスペースを確保することで混雑緩和ができると考えている。 

委員 ：西側は道路に歩道がないため、視線が抜けるような計画としてほしい。 

事務局 ：溜まりのスペースがあれば視線の問題も同時に解消できると考えている。一旦検討する。 

委員 ：部活動の朝練時、第4棟の生徒更衣室まで行って運動場へ戻ってくるには遠くて時間がもったいない。中

庭に更衣室を作れないか。現在女子生徒は第 1棟の情報室を使っている。男子生徒は外。 

事務局 ：制服での通学は絶対か。 

委員 ：長期休暇中の部活動は除くが、制服通学をルールとしている。また自校の生徒だと分かるようにするため。 

事務局 ：体育館での更衣はどうか。 

委員 ：それは不可。1足制なら更衣室の位置は今の計画案の場所でもいいが、2足制なら確かに遠い。 

事務局 ：中庭に更衣室を作るのは難しい。 

委員 ：中庭に庇やベンチは作れないか。 

事務局 ：難しい。 

委員 ：クラブハウスを 2 階建てにはできないか。 

事務局 ：難しい。 

委員 ：中庭の地面は土か。 



事務局 ：芝生などを想定している。 

委員 ：土や芝生だと、雨の後部活動で使いにくいため、陸上トラックのような仕上げとしてほしい。 

事務局 ：開発の中で緑地面積の確保も必要であり、芝生になる可能性が高いと想定して現在検討している。 

委員 ：第 1 棟の視聴覚室、放送室、用務員室と第 4 棟の生徒更衣室を入替えできないか。放送室の更新と

更衣室から運動場の連携と双方解決できるのでは。 

事務局 ：事業費があるため一度検討する。 

事務局 ：改修範囲を少なくするため、また更衣室とプールが近くなるように現在の配置としている。 

委員 ：プールは教室で更衣しているため、問題ない。 

事務局 ：視聴覚室を設けていない学校もあるため、視聴覚室を別の用途で使用することも可能だと思う。朝だけ更

衣室として使うなど。今の計画の更衣室は黒板を設置しておき、将来的に少人数教室として使用できるなど、

何でも使えるようにしておきたいと考えている。 

事務局 ：震災モニュメントとマンホールトイレの位置は検討中。マンホールトイレの個数は未確定。 

事務局 ：シンボルツリーは通路幅員が確保できているため、そのままとしている。学校の中心となる場に配置すること

が重要であると考えている。 

事務局 ：後日でもいいので、もしご意見がある場合はいただきたい。全てを反映はできないが、検討はしていく。 

 

3 今後の予定 

・次回の推進委員会は令和3年 2月 15日（月）16:00 に開催。 

・3 月の近隣説明会の内容を報告予定。 

・諸室の配置は決定していると思われる。意見があればその前にお願いしたい。 

・基本設計が出来上がってから、さらに細かい仕様を決めていく。 


